
　地域の皆様には、日頃より青少年の健全育成にご理解、ご協力をいただき、誠にありが
とうございます。
　私が会長に就任して、４年目を迎えることができました。山下元会長、大島前会長のリ
ーダーシップ、コミュニケーションのとり方等、まだまだ追いつくことはできませんが、  
それを目標に努力してまいりました。  
　「あいさつは魔法のことば」をキャッチフレーズに、地域、学校が総力で取り組んだ
「あいさつ運動」。「めだかの学校」を中心とした、青少年の地域での交流の場、親子の
絆、地域愛の高揚。「中学生の清掃活動」を通しての、奉仕の心、社会参加。「ホームペ
ージ」「青少対だより」による情報発信、情報の共有。青少年育成指導員、児童館、ＰＴ
Ａ等との連携による活動・・・・・いろいろ助けられながら進めてまいりました。
　これからの一年、これらの路線を維持しつつ、さらに厚みのある活動をするために、川
口地区全学校区一斉に取り組める事業も盛り込んでまいりたいと思っております。
　地域の皆さまには、変わらぬご指導、ご協力をお願い申し上げます。

◆ 名　称…「八王子市青少年対策川口地区委員会」
◆ 目　的…各地域の実情に応じて、家庭・地域・学校が一体となった活動を行い、青少年をめぐる社会環境

　の浄化や青少年の健全育成を進めることを目的としています。
◆ 主な活動 　１．社会環境の浄化活動

○ 青少年健全育成環境一斉クリーン活動　　
○ 健全育成標語作成・立て看板の設置　　

○ パトロール活動

○ 広報誌作成、等
　　　　２．健全育成のための活動

○ 講演会・研修会等の参画
○ 文化活動・学校行事への参画等による子ども達との交流

　　育成指導員は、八王子市長から委嘱された、青少年の健全育成に関わることを目的として組織され、活動しています。

　また、全員が青少対の運営委員でもあり、青少対の活動に全面的に参加しております。

育成指導員は、主に次の活動を行っています。

　　１．夜間パトロール
　　２．不健全図書、不健全ビラ、立て看板等の調査・撤去
　　３．環境浄化活動
　　４．定例会・情報交換等による学校、警察、他地区との連携・協力

　＜育成指導員（７名）＞
田倉聖一（美山）代表幹事 小林重男（川口）
小宮英夫（美山） 平尾孝史（松枝）
上島真理子（上川口） 鈴木健也（松枝）
江﨑かほる（川口）
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＜川口中学校＞ 

   ご  挨  拶     青少年対策川口地区委員会会長 原島元義 

「青少年育成指導員」の活動と紹介 

  第２回あいさつ運動は、１０月１０日（水）、１１日（木）に行います。 

 ご自宅前や通学路で、子ども達に声かけをしてください。 

  また、川口中学校は、１２月２３日（日）と３月１１日（月）に「地域清

掃活動」を行います。力を貸して頂ける方のご協力をお願い致します。 

  

議長を務めた  高野誠三氏 青少対川口地区会長 原島元義氏 

 ５月３０日、川口中学校の先生方約１５名と共に、下川口公園脇の        

塀の落書きを落としました。 

あいさつは魔法の言葉 
  「情 (なさ )けは人の為 (ため )ならず」という言葉があります。人に思いやりをもって接する

ことは、その人自身の為になるだけでなく、やがてはめぐりめぐって自分に返ってくる。だか

ら、人には思いやりをもって接しなさいという教えです。  

 挨拶 (あいさつ )も、儀礼的あるいは形式的に取り交わす言葉というだけでなく、あいさつを

交わすことで、心の通い合った人間関係を築くことができます。つまり  

「絆 (きずな )」を結ぶことができるのです。この魔法の言葉『あいさつ』で、家庭・学校そし

て地域それぞれでの絆を結び、安心して過ごすことのできる温かい地域にしていきましょう。  

  川口中学校では、  

    ★「み (身だしなみ )・そ (掃除 )・あ (挨拶 )・じ (時間 )・は (話しを聴くこと )」運動★  

 に取り組んでいます。  
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　６月３０日（土）、美山学区で、
「ホタル観賞」を行いました。
　午後７時半でも、まだ空は
何となく明るくて、ホタルは現れ
ません。午後８時、辺りが完全に
暗くなった頃、竹藪を背に、川面に
数個の淡い光。
　やがて、その光は数を増し、数十匹のホタル達が舞い、幻想的な
風景を醸し出す。競い合うわけでもなく、争うわけでもなく、ただ、
ぼんやりと優しく、光をともしながら、舞い踊る。

　子ども達は、静かに歓声をあげ、大人は黙って観入っている。

　最近では、いろいろな場所でホタルを観ることができるようになっ
たようです。地域に住む人達が、川をきれいにしてくれているから、
こんな素敵な自然の恵みを体感できる。これからも、川だけに限ら
ず、自然を大切にしていきましょう。

6月30日（土）

３月

12月8日（土）

ホタル観賞
もちつき大会
清掃活動

川口学区

美山学区

9月29日（土）

3学期

防災セミナー
グラウンドゴルフ

お菓子作り

ピーポくんのウォークラリー
もちつき大会
スポーツ大会

9月29日（土）

10月20日（土）

12月23日（日）

1月

10月21日（日）
癒しの散歩道ウォーキング
マスつかみ大会

清掃活動
どんど焼き
ゆずり葉の集い
農事ｾﾝﾀｰまつり

＜松枝小学校＞ ＜上川口小学校＞

＜美山小学校＞ ＜川口小学校＞
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松枝学区

「ホタル観賞」（美山学区）
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9月30日（日）

１１月18日（日）

12月8日（土）

１月

３月

上川口学区

恥ずかしがらずに・・・

１年生も元気に・・・

「おはようございます」

先生に追いかけられ・・・

校長先生に連れられて・・・

「おはようございます」

青少対主催 「思春期講座」９月８日(土)

 子ども達が自立するまでには、長い育ちが必要です。
この間、家族をはじめ多くの支援が成長に後押しをして
いきます。しかし、途中でつまずいたり、不登校や思春
期特有の悩みを上手に乗り越えられないなど、子どもが
困った時にどんな支援があるか考えます。

「めだかの学校」
今後の予定等

約50人の参加者がありました

講師
井上 仁先生
日本大学教授

ボランティアのおじさん・・・

おまわりさん・・・

「おはようございます」

「めだかの学校」の報告

みんな、なかよく・・・

今日も元気に・・・

「おはようございます」

次号「青少対だより第８号」は、
平成２５年３月１５日発行予定！！

講師
大沢 崇先生
駒木野病院
児童精神科医

  思春期の子どもへの対応
◎ 今、ここからできることを考える
◎ 今までのことを否定しない
◎ 「ほど良い」親を目指す
◎ １人で考えず、相談する
◎ 行動や問題が起きたら、その意味をじっくり考える
◎ 転んだ後に、手を差し伸べること
◎ 犯人探しではなく、手がかり探しをする

子どもも含め３６名の参加がありました


